
筆
者
は
、
第
八
十
七
回
総
会
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ

た
書
籍
目
録
を
資
料
に
、
一
七
世
紀
後
半
の
流
通
医
書
の
傾
向
を
調

査
し
報
告
し
た
。
今
回
は
、
一
八
世
紀
に
刊
行
さ
れ
た
三
点
の
書
籍

目
録
を
資
料
に
江
戸
中
期
の
流
通
医
書
の
傾
向
を
調
査
し
た
。

書
籍
目
録
に
は
、
部
類
わ
け
目
録
の
諸
本
と
伊
呂
波
わ
け
目
録
の

諸
本
と
が
あ
る
。
前
者
は
京
都
の
、
後
者
は
江
戸
の
出
版
業
者
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
、
系
統
が
異
な
り
、
編
集
方
針
が
異
な
る
が
、
い
ず

れ
も
流
通
す
る
刊
行
書
を
網
羅
的
に
収
録
し
て
い
る
。
前
者
は
、
そ

の
刊
行
時
期
か
ら
前
期
と
後
期
に
分
け
ら
れ
る
。
今
回
は
、
後
期
部

類
わ
け
目
録
か
ら
江
戸
中
期
の
医
書
の
出
版
傾
向
を
調
査
し
た
。

資
料
と
し
て
用
い
た
の
は
次
の
三
点
で
、
い
ず
れ
も
慶
応
大
学
斯

道
文
庫
編
『
江
戸
時
代
害
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
収
録
本
を
用
い

た
。

書
籍
目
録
に
見
ら
れ
る
江
戸
中
期
の

流
通
医
書

平
馬
直
樹

Ａ
『
新
撰
書
籍
目
録
』
四
巻
四
冊
。
文
照
軒
柴
橋
編
、
享
保
一
四

（
一
七
二
九
）
年
、
京
都
、
永
田
調
兵
衛
刊
。

Ｂ
『
新
増
書
籍
目
録
』
三
巻
三
冊
。
文
昌
軒
柴
橋
編
、
宝
暦
四

（
一
七
五
四
）
年
、
京
都
、
永
田
調
兵
衛
刊
。

Ｃ
『
大
増
書
籍
目
録
』
三
巻
三
冊
。
博
古
堂
南
總
編
、
明
和
九

（
一
七
七
二
）
年
、
京
都
、
武
村
新
兵
衛
刊
。

前
回
報
告
し
た
元
禄
五
（
ニ
ハ
九
二
）
年
刊
の
『
広
益
書
籍
目
録
』

は
、
江
戸
前
期
か
ら
の
流
通
出
版
書
を
ほ
ぼ
網
羅
し
、
後
年
ま
で
摺

印
を
繰
り
返
し
、
重
用
さ
れ
、
以
後
部
類
わ
け
目
録
の
刊
行
は
途
絶

し
て
い
た
。
そ
の
間
、
元
禄
を
境
と
し
て
学
術
・
文
芸
界
に
も
新
し

い
潮
流
が
起
こ
っ
て
お
り
、
新
た
な
書
物
が
次
点
と
出
版
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
享
保
七
年
の
出
版
条
例
な
ど
に
よ
り
書
物
問
屋
の
組
織

化
が
進
み
、
出
版
物
に
た
い
す
る
統
制
も
強
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

変
化
の
も
と
に
、
享
保
一
四
年
に
至
っ
て
よ
う
や
く
新
た
な
目
録
の

刊
行
が
実
現
し
た
。
そ
れ
が
Ａ
で
あ
る
。

前
期
部
類
わ
け
目
録
諸
本
が
そ
れ
ま
で
の
刊
行
書
を
網
羅
し
た
の

と
異
な
り
、
Ａ
は
元
禄
以
前
の
刊
本
は
ほ
と
ん
ど
省
か
れ
、
『
広
益

書
籍
目
録
』
以
後
の
新
刊
害
を
主
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
元
禄
五

年
か
ら
の
三
七
年
間
の
出
版
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
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る
。
Ｂ
は
Ａ
と
同
じ
出
版
元
か
ら
出
さ
れ
、
Ａ
以
後
の
新
刊
書
を
収

録
し
て
い
る
。
従
っ
て
一
七
二
九
’
五
四
の
二
五
年
間
の
傾
向
を
反

映
し
て
い
る
。
Ｃ
は
出
版
元
は
異
な
る
が
、
Ｂ
の
編
集
方
針
が
踏
襲
さ

れ
、
Ｂ
以
後
の
新
刊
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
一
七
五
四
’

七
二
の
一
八
年
間
の
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
三
書

に
よ
っ
て
元
禄
期
か
ら
明
和
年
間
ま
で
の
書
物
問
屋
に
流
通
す
る
出

版
物
を
切
れ
目
な
く
つ
か
む
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
出

版
傾
向
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
の
医
書
門
は
一
八
九
点
を
収
録
す
る
。
一
年
間
で
五
・
一
点
の

割
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
漢
籍
医
書
の
翻
刻
は
お
よ
そ
三
割
で
、
江

戸
前
期
と
異
な
り
和
医
書
が
優
位
を
占
め
て
い
る
。
Ｂ
の
医
書
は
一

二
点
で
、
年
平
均
四
・
四
点
。
漢
籍
医
書
は
二
四
点
で
二
割
強
と

さ
ら
に
減
っ
て
い
る
。
Ｃ
の
医
書
は
一
五
四
点
、
年
平
均
八
・
六
点

と
増
加
。
漢
籍
の
翻
刻
は
一
五
点
、
わ
ず
か
一
割
と
激
減
し
て
い

る
。
時
代
が
下
が
る
ほ
ど
新
刊
書
は
和
医
書
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

漢
籍
医
書
は
Ａ
で
は
、
江
戸
前
期
と
異
な
り
古
典
典
籍
の
翻
刻
は

影
を
潜
め
、
明
．
清
の
実
用
的
医
書
が
多
数
を
占
め
る
。
主
な
著
者

は
、
張
景
岳
が
七
点
、
陳
三
農
が
四
点
、
汪
訓
篭
と
嶮
嘉
言
が
三
点

な
ど
で
あ
る
。
張
景
岳
の
書
は
、
Ｂ
で
も
三
点
、
Ｃ
で
二
点
収
録
さ

れ
て
お
り
、
『
景
岳
全
書
』
を
分
冊
に
し
て
刊
行
し
た
も
の
が
多
い

が
、
景
岳
の
日
本
の
漢
方
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

Ｂ
の
漢
籍
医
書
の
著
者
は
、
景
岳
の
他
、
張
路
玉
が
四
点
を
占
め

第
一
位
で
あ
る
。
『
傷
寒
緒
論
』
な
ど
傷
寒
論
関
係
の
害
で
あ
る
。

他
に
朱
肱
の
『
傷
寒
類
証
活
人
書
』
『
傷
寒
百
問
』
な
ど
、
Ｃ
で
は

『
傷
寒
湖
源
集
」
『
傷
寒
五
法
』
な
ど
傷
寒
に
関
す
る
書
が
見
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ほ
ど
増
大
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
注
目
す
べ

き
は
、
Ａ
で
は
影
を
潜
め
た
古
典
典
籍
が
、
少
数
な
が
ら
再
び
見
ら

れ
る
点
で
あ
る
。
Ｂ
の
『
外
台
秘
要
』
『
肘
後
方
』
『
本
事
方
』
、
Ｃ

の
『
千
金
翼
方
』
「
鬼
遺
方
』
な
ど
で
あ
る
。

和
医
書
は
、
Ａ
で
は
岡
本
一
抱
の
著
作
が
一
二
点
と
多
く
、
他
に

下
津
春
抱
が
五
点
、
名
古
屋
玄
医
、
貝
原
益
軒
、
藤
井
見
隆
が
四
点

な
ど
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
本
草
書
、
傷
寒
、
痘
疹
、
小
児
科
、
食

養
生
、
鍼
灸
な
ど
多
方
面
に
及
ぶ
が
、
全
体
的
に
実
用
的
、
啓
蒙
的

傾
向
に
あ
る
。
Ｂ
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
が
、
Ｃ
で
は
古
医
学
の
興

隆
に
対
応
し
て
、
傷
寒
論
関
連
害
が
増
大
し
、
香
川
修
庵
、
吉
益
東

洞
ら
古
方
家
の
著
作
も
目
立
っ
て
い
る
。
ま
た
石
崎
朴
庵
『
飲
病
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論
』
、
稲
葉
良
仙
『
三
焦
営
衛
論
』
な
ど
の
理
論
的
医
書
も
見
ら
れ
、

出
版
点
数
も
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
八
世
紀
中
葉
に
、

活
発
で
多
方
向
な
医
学
の
日
本
的
展
開
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
読

ぶ
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
、
医
史
文
献
研
究
室
）

『
保
嬰
三
方
』
の
著
者
は
波
多
野
三
柳
で
、
父
祖
の
代
よ
り
山
陽
の

浜
で
医
業
を
営
む
家
系
の
出
身
で
あ
っ
た
。
三
柳
は
自
序
の
中
で
、

自
分
は
古
方
を
擁
護
し
、
古
方
を
基
準
と
し
て
治
療
に
当
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
古
方
派
に
属
す
る
と
い
え
よ
う
。
『
保
嬰

三
方
』
が
著
さ
れ
た
の
は
吉
益
東
洞
の
活
躍
す
る
以
前
で
、
香
月
牛

山
の
活
躍
し
た
時
代
と
一
致
す
る
。
『
保
嬰
三
方
』
に
つ
い
て
、
そ

の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
す
る
た
め
に
若
干
の
考
察
を
試
承
た
。

ま
ず
、
そ
の
内
容
で
あ
る
が
、
は
じ
め
に
引
用
書
目
を
記
し
て
い

る
。
江
戸
時
代
の
小
児
科
専
門
害
の
中
で
は
下
津
寿
泉
の
『
古
今
幼

科
摘
要
』
（
一
六
二
九
年
）
に
も
は
じ
め
に
引
用
文
献
の
記
載
が
あ
る
。

『
保
嬰
三
方
』
に
は
七
三
の
引
用
害
を
挙
げ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

中
国
の
書
物
で
あ
る
。
本
文
中
に
も
日
本
の
医
書
の
引
用
は
な
い
。

こ
れ
は
江
戸
時
代
後
期
に
著
さ
れ
た
小
児
科
関
係
の
記
載
と
比
べ
る

と
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
記
載
の
順
序
で
あ
る
が
、
『
保

『
保
嬰
三
方
』
に
つ
い
て

広
田
嘩
子
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